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技術 701
llしい技術 家庭 技術分野

未来を創るTechnology

ガイダンスは簡潔にまとめられ、短時間で深く
理解できる内容で、動画も有効活用できる。
思考ツールが掲載されてお り、学習を的確にま
とめ、表現するのに活用できる。 (P2)

毎 日の生活の中での発想力、技術力の大切さを
実際の生活の中で生きる技術を題材にして、考
えやすくなっている。 (P6～ 7)

4つの分野で技術の歴史を示し、生徒に関心の

高い VRや新幹線のl■ さを取りあげ、考えやすく
なつている。 (P8～ 10)

技術の最適化をイメージしやすい。 (P12)

作業の手順、部品加工、組み立てなど、H」確な

動画が 1つにまとめられており使いやすい。
1つの製品を違 う材料で作るなど、思考対象が

考えやすい工夫がなされている。 (P20～P22)

製作、基礎学習を通して学んだことを、技術の

見方 考え方に沿つて振 り返る手立てがなされ
ている。 (P83)

学習のまとめとして、各観点に適切な問題が設
定されている。(P86、 87)

社会からの要求、安全性、環境への負荷、経済
性の観,ほ から現状の技術を見直すことができ
る。(P88)

部品カロエにおける動画は効果的である.

スマー ト農業により今までの技術を伝承しなが
ら新しい技術を考えることができるよう工夫さ
れている。(P132)

変換効率、二酸化炭素の排出量などが的確にま
とめられており、これからのエネルギー問題の
課題確認がしやすくなっている。(P141-145)
「活動Jコ ーナーは、他者との対話により、これ
まで学んだ知識を深めるための問題が掲載され
ている。(P211)

生活の中の問題点を発見し、課題を設定できる
ように工夫されている。(P222)

1時間完結で双方向のプログラミングが学べる
ようになつている.(P228)
製作の題材例が、生徒の身の回りのものだけで
はなく、社会との繋がりを感じることができる
ようになつている。
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士芝″|テ 702

技術 703

New技術 家庭 技術分野

明日を創造する
New技術 家庭 技術分野

明日を着1造する技術ハンド
ブック

新国立競技場において被災地東北の木材を使用
していることを示し、技術のあり方を考えるこ

とができる。(P10)

違つた材料で、同じ製品をつくっており、思考
対象、比較が容易になつている。 (P12)

木材は実際の樹木、木日、作られる製品の比較
を行つた上で、使われていることが理解できる
ようになっている。 (P18)

木質材料は利用例が少ない。
カロエは木材、金属、プラスチックに分けられ、
動画による詳しい説明があり、効果的である。
(P29)

「技ヒト」は限られた資源の中で工夫し、新しい

技術を創造する日本人の技術力が紹介され、生

徒が物づくりに関心を高めるきつかけとなる。
立体のかき表し方は等角図のみとなつており、
構想に時間をかけることができる。 (P47)
「じっくり学ぼう」のベージでは、作品例が多く
あり、決められた材料の中での小さな工夫がで

きる。
木材、金属、プラスチックを融合した教材はひ
とつの作品作りから色々な加工法が学習でき
る。
最新技術を使つた新 しい農業技術に関心が持て
る工夫がなされている。 (P78)

ミニ大根、ミニ トマ トに絞った、動画を含めて
の詳しい解説は実習に取り組みやすい。 (P102)

食糧の自給率、農業の未来、物流、各地の名産
などの紹介が少ない。

家畜、水産生物を育てる技術は体験 しにくいの

で、動画があればよい。 (P106)

技術のプラス面とマイナス面を考える場面が設
定されている。 (Pl15)

電気に関する基礎知識、動力、熱に変わる仕組
みが簡潔に学べるようになっている。 (P126)
「つくつてみようJの作品例は短時間で行え、他
の材料への交換も可能なものが多い。 (P134)

自動操縦、情報伝達、VR、 MR、 CPS、 ネットショ
ピング、情報検索など情報技術の今の話題が考
えられるようになっている。 (P186)
スクラッチ ビジュアル型プログラミング日本語
型 (なでしこ)な どプログラミングの基本型と
して楽しく学べるようになつている。 (P210)

センサーを利用して様々な応用ができるように
工夫されている。 (P252)
「夢をかなえる技術」(P270)、 まとめプリントが

大変充実しており、補助利 オ等の必要がない。
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技1予 704
技術 家庭 技術分野
テクノロジーに希望をのせて

学習の流れについて、自分たちで考え意見を出
し合って、主体的に学習に取 り組みやすくなっ
ている。(P6)

シャープペンシルなど、身近な技術の動画から

仕組みがわかるようになつている。そこから更
に志が折れないなどの最新の文具や発想の例が

あれば学習をさらに深めることができる.

(P13)

歴史年表の表示が細かく詳しいが、内容を精選
し、重要項目に絞る必要がある。
試作、構想図、材料取り図の過程を考えること
ができ、思考力、判断力の育成につながる。
瞬間接着剤、ベイントを多くの技術革新がある

材料として提示したはうが良い。
生物育成の未来、食料の自給率、マグロ、天然
うなぎなどの減少などの問題点を提示しながら
一株の トマ ト、養殖マグロなどの未来への食料
問題への技術革新について考えることができる
ようになっている。 (P136)

伝統野菜、品種改良のご当地野菜、地域の作物
を紹介し、地域産業、栽培技術の関心が高まる
よう、工夫されているが、写真が小さい。シャ
インマスカットと普通のマスカットの比較があ
ればいかに■夫されたのかがわかりやすい。
(P101)

P140の 写真はインパクトがある。動画と組み合
わせていれば、さらに生徒の興味を引く。
1800年代 1900年代の製品の開発により、どの
ようなことができるようになったかの表記が小
さ|ヽ (P141)

内燃機関、外燃機関、ハイブリットの説明動画
は使いやすい。しかし、燃料電池、ハイブリッ
トを使うことで、解決できる点をもつと大きく
取り上げたほうが良い。(P149)

発電の仕組みの説明動画は使いやすい。(P151)

電気を光に変える仕組みの動画は、説明しやす
い。寿命や消費電力を自熱電球と比較する方が
わかりやすい。(P156)

体験的な学びが行えるようになつている。
(P157、  159、  161)

社会からの要求、環境への負荷、経済性の観点
から、技術を見直す場面が設定されている。
(P179)

メモリとス トレージの働きや特徴的なllhき がわ
かりやすく示されている。動画で、PCの内部構
造とともにス トレージの内部などの提示がある
と更に良い。(P203)

Scratchと javaseriptの対比により、プログラ
ム言語を理解しやすくなつている。(P207)

プログラミング的な思考では、アルゴリズムの
整理が大切ということが理解しやすい。
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